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当社グループは、「一番上手にできる技術」の幅を広げ、持続可能な社会
に貢献できるデンカならではの製品開発を推進し、新たな価値を生み
出す魅力的な新規事業・製品の創出を加速していきます。そのために、
複数の異種技術を融合し、組織の境界、領域を超えたデンカグループ全
体のシナジー効果を発揮すべく、グループの総合力を活かす研究開発
を推進します。　

研究開発方針

経営計画「Mission 2030」における戦略

推進体制
前経営計画「Denka Value-Up」
の2018～2022年度の研究
開発費は新型コロナ感染症
の影響もあり、平均147億円/
年であり、5年間での大きな増
減はなかった。

研究開発費（連結）の推移

2018～2022年度の研究員
数は平均842名であり、5年
間で約50名増加している。

研究員数（連結）の推移

 研究統括部

 知的財産部

 解析技術研究部

 新事業創出部

 新事業インキュベーション部

 デンカイノベーションセンター

事業部門 事業所　研究部

コーポレート
関係研究統括

新事業
開発部門

Innovation ・研究開発：https://www.denka.co.jp/rd/
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研究開発費（連結）
（百万円）

2022
年度

14,931

研究員数（連結）
（名）147億円/年

225億円/年

Mission 2030
（８ヵ年）

Denka Value-Up
（５ヵ年）

約80億円/年
の研究強化
（約1.5倍）

��������������

５か年
累計

736
億円

年平均

147
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8か年
累計
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億円

年平均

225
億円/年
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いよいよ経営計画「Mission2030」がスタートしました。新事業の開発を通してスペシャリティー、メガトレンド、サステナビリティの３要素
を備えた三つ星事業・製品でデンカを満たす、ポートフォリオ変革に貢献することが使命です。従来のオープンイノベーション活動に加え、
世界中のスタートアップとの協業を強化するため、ペガサス社との２人組合の形でコーポレート・ベンチャー・キャピタルを設立しました。DXの
推進も意識して、デンカがイノベーションを産み出せる分野・領域への発展を目指します。
新事業開発は事業価値創造と人財価値創造が両輪であり、幅広い技術力と事業化アイデア、経営センス、ダイバーシティ・エクイティ＆インク

ルージョン感性など、世界に通用する人財の育成にも注力して参ります。これら活動の結果が、経営価値創造にも繋がって行くと考えています。
また、研究統括部、知的財産部、解析技術研究部は新事業開発に資するとともにコーポレート機能として、各事業の有機的な成長を促進
するため、社内外のシナジー効果の発現など、デンカが保有する資産を最大限に活かすための活動を推進します。

研究統括メッセージ

常務執行役員 研究統括 新事業開発部門長 吉野 信行 

よし　   の  　   　のぶ 　  ゆき
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事業ポートフォリオ変革によるスペシャリティ・メガトレンド・サステナビリティの3要素をそなえた新事業

創出、他社との共創による新市場開拓において、知的財産の獲得を進め、デンカグループの無形資産価値

向上を図り、また意思決定の場面で知的財産情報等を活用（IPランドスケープ※）していきます。

知的財産活動について
方針１

当社は、前経営計画Denka Value-Up期間（2018年～2022年）に事業のグローバル化に合わせ海外特許

比率を高め、事業毎に必要な知財ポートフォリオの構築を進めました。

また、事業ポートフォリオ変革に貢献すべく、獲得した知的資産をより効率的に活用するために2021年よ

りIPランドスケープ活動を導入しました。

当社は、経営計画「Mission 2030」の目標達成に向けて、経営基盤を強化し、事業価値創造に貢献すべく

以下の知的財産活動を推進します。

①事業を推進するための無形資産の獲得と活用

②協業企業先やM＆A候補先の選定に役立つ情報提供

③新規事業創出に向けたIPランドスケープ活動

事業価値創造に向けた知財的アプローチ2

図１は、当社の国内外における保有特許件数、保有割合を示したグラフです。当社の外国特許保有割合が、

2022年末には55.7％ととなりました（2017年3月末時点48.5％）。

図２は、各事業における国内外特許保有数を示したグラフです。エラストマー・インフラソリューション部門

は、インフラ関連事業において国内市場を主としているため国内特許保有割合が高いです。一方、電子・先

端プロダクツ部門やライフイノベーション部門は、グローバルに事業を展開しているため、外国特許保有数

割合を高めています。

また、基礎研究や次世代研究テーマなど長期的な視野での成果が期待される研究に関する特許も将来市

場を予測して海外特許保有数割合を高めています。今後は、IPランドスケープの取り組みにより無形資産

の活用による差別化、当社の強みが活かせるパートナー探しを積極的に進め、新市場創出や市場拡大を目

指します。

知的財産保有状況3

WIPO GREEN とは、世界知的所有権機関（WIPO : World Intellectual Property Organization）に

よって設立された環境関連技術の活用を促進するプラットフォームです。当社は、自社内における CO₂ 排
出削減だけでなく、環境貢献製品や環境負荷低減技術の開発・提供にも力を入れています。WIPO 

GREENへ参画し、パートナー企業としてWIPO GREENへの参加を呼びかけることにより、当社の環境関

連製品・技術に関心を持つ国内外のパートナーとの交流の機会を増やし、イノベーションを創出し、社会全

体の脱炭素に貢献します。

環境関連技術グローバルプラットフォーム
「WIPO GREEN」パートナーとしての活動
4

保有権利数（国内） 保有権利数（外国）

■ 電子・先端プロダクツ部門　　■ ライフイノベーション部門　　■ エラストマー・インフラソリューション部門
■ ポリマーソリューション部門　■ 基礎研究・次世代研究テーマ

総数
2,431件

903

169

247

940

172

494

369

575

253

総数
3,033件

図２　事業部門別国内外特許保有数

図１　当社の国内外特許保有数・保有割合
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■ 国内保有特許　■ 海外保有特許

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

（%）

 2,687 2,873 2,920 3,004 3,272 3,079

 2,857 2,688 2,625 2,513 2,485 2,446

1,342

※経営・事業情報等に知財情報を組み込んで得られた分析結果（現状の俯瞰・将来展望等）を経営に役立てる手法
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デンカでは、重点3分野におけるメ

ガトレンドにおいて、「誰よりも上手

にできる仕事」に研究開発資源を集

中しています。現在、開発に取り組ん

でいる技術の一部をご紹介します。

デンカは、メガトレンドを捉えた３つの注力分野に研究開発資源を集中しています。
現在、開発に取り組んでいる技術の一部をご紹介します。技術プラットフォーム図

バイオ
テクノロジー

遺伝子解析

抗原抗体反応 精製・製剤化

培養

遺伝子
組み換え

遺伝子解析

無機粉末合成

無機材料加工

配合設計

窒化ケイ素
高純度焼結材料

高機能球状フィラー
(シリカ・アルミナ)
低熱膨張・熱伝導フィラー

窒化ホウ素成形体
耐熱衝撃性・
耐食成形物

サイアロン
蛍光体
発光材料

金属－セラミックス
複合体ヒートシンク

窒化ケイ素
高熱信頼性基板

エミッター
高信頼性電子源

HITTプレート
高熱伝導金属基板

シリコーン×熱伝導フィラー
放熱シート/グリース

二液主剤型
変性
アクリレート
接着剤

ポリビニル
アルコール

電子部品
搬送用シート
カバーテープ 絶縁粘着テープ

包装用テープ

排水用
コルゲート管

液状腐植酸
肥料

ウィッグ用
塩化ビニル原糸

特殊アクリルゴム

クロロプレン
ゴム 特殊混和材

炭酸化混和材
LEAF

透明樹脂

雨どい

耐熱樹脂

UV硬化型接着剤

アセチレンブラック
高純度導電フィラー

がん治療ウイルス製剤 ワクチン

感染症迅速診断キット
（インフルエンザ、
COVID-19、マイコプラズマ)

ウイルス検査試薬
(風疹、麻疹、
インフルエンザ)

核酸・タンパク質
同時多項目
検出装置

臨床化学
検査試薬
(T-CHO、TG、
LDC-C、HDL-C)

窒化ホウ素粉末
熱伝導フィラー
離型材料

雰囲気制御
高温制御

組成制御
形態制御

単結晶加工

含侵

焼結

切断加工

無機配合

有機－無機
複合化

有機配合
アニオン重合 表面加飾

二軸延伸

塗工　紡糸

積層
異形押出

ラジカル重合
重合制御

回路形成

高分子合成 高分子加工

������������ ����������
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デンカの技術で

を支えるデンカの技術で

熱から半導体を守る技術や、エネル
ギーロスを抑える技術、半導体の輸送
において、静電気と異物の混入を防ぎ
品質を守る技術等、高度情報化社会で
求められる高速データ通信を支える技
術が数多くあります。

球状シリカが
エネルギーロスを抑える

キャリアテープ用シートと
トップカバーテープが静電気と
異物混入から守る

球状アルミナが熱から守る

モーターを利用して走るxEVの電力を
コントロールするCPUの回路基板、自
動車部品の軽量化・無塗装化を実現す
る耐熱付与材、リチウムイオンバッテ
リーに使用される高純度の特殊カーボ
ンブラック等、自動車の電動化を支える
技術が数多くあります。

次世代車を支えるデンカの技術で
がんに立ち向かう新たな治療法であるG47Δの製造技術開発、予防接種に対する社会的
ニーズに応えるインフルエンザワクチン製造と安定供給、パンデミックへの迅速な対応を
可能にする抗原迅速診断キット等、予防、診断、治療の３つの領域を支える技術が数多く
あります。

を支えるデンカの技術で

クリーンな洋上風力で発電された電気を効率よく各地へ運ぶ超高圧ケーブルの原料と
なるアセチレンブラックや、風力発電のベアリングボールに使われる窒化ケイ素など、
再生可能エネルギーの発展を支える技術があります。

デンカの技術で再生可能エネルギーを支える

窒化アルミニウム基板、
窒化ケイ素基板が
熱を逃し、車の安全性
を高める

耐熱付与材が
耐熱性を高める

がん治療用ウイルスG47Δ製剤が
アンメット・メディカル・ニーズ
に応える

窒化ケイ素が風力発電の
普及を後押しする

アセチレンブラックが
クリーンエネルギーを
効率よく運ぶ

インフルエンザ
ワクチンが
健康を守る

抗原迅速診断キットが
社会を守る

アセチレンブラックが
リチウムイオンバッテリーの大容量化を実現

省エネ推進や水力発電を中心とする再エネの拡
大に取り組むほか、CO₂ を排出源プラントから
分離・回収し利用・貯留を行うCCUSや、水素利
活用等の革新技術導入の検討を進めています。
また、バリューチェーン全般についても、製品
トータルのライフサイクルにわたる環境負荷ま
で視野を広げて対応を進めていきます。

LEAF 水力発電所

PSケミカルリサイクル

※アンメット・メディカル・ニーズとは、いまだ
　有効な治療法が確立されていない医療ニーズを指す

デンカの技術を通じた
サステナビリティ社会への貢献
ESGの取り組みと整合し、卓越した競争力を有する企業となるために、
サステナビリティに貢献する各種取り組みを精力的に進めています。

カーボンニュートラルを支える

5G

xEV
QOL向上

※Agilyx社写真提供
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